
 

 

 

 

 

 

７月３０日（火）に、東京第一ホテル新白河にて、「令和元年度 学級づくり・授業づくりセミナー」を

開催いたしました。１２名の講師の先生をお招きし、学級経営や教科指導法等について発表をいただいた今

年度のセミナーには、県南域内の１００名近い先生方に参加をいただきました。 

主体的な研修を目指し、８ブースの中から自分が参加したいブースを選択し、講師のお話を聞き、意見を

交流するという形で研修を進めました。今年度は、昨年度の「講師の先生への質問をする時間がもっとほし

い」という感想を踏まえ、１ブースの割当時間を４０分間として質疑応答を十分に確保しました。講師の先

生方にはお忙しい中、豊富な資料をご準備いただき、示唆に富んだ発表をいただきました。 

研修後の感想用紙には、講師の発表から新たな気づきを得られたこと、参加者同士で日頃の悩みの共有が

図れたこと、２学期からの実践意欲が高まったことなどが、一人一人の研修成果として記入枠いっぱいにま

とめられていました。 

意欲をもって研修に取り組む先生方の姿が、県南の教育を支える大きな力であることを改めて感じること

ができた研修会でした。 

お世話になりました講師の先生方 （五十音順） 

泉崎村立泉崎第一小学校    荒井 真紀子 様 白河市立白河第二小学校    武 田  妙 子 様 

白河市立白河第三小学校    江 花  洋 介 様 西郷村立熊倉小学校      永 島  恵 子  様 

塙町学校給食センター     上遠野 朋子 様 福島県立西郷支援学校     森  亜矢子 様 

矢吹町立三神小学校      菅 野  信 広  様 塙町立塙小学校        森  裕美子 様 

泉崎村立泉崎中学校      佐 藤  知 史 様 中島村立吉子川小学校     森 田  智 子  様 

矢祭町立矢祭中学校      須 藤  寿 子  様 白河市立白河第一小学校    渡 部  京 子  様 
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 講師の先生方の共通点は、

子どもを大事にすること、子

どもを輝かせるために学びを

楽しませる工夫があったこと

である。 

 

 普段研修で取り組んでいる

国・算・道から少し離れて新し

い視点をもつためのワークシ

ョップに参加した。同じこと

に悩みや疑問を持っている先

生方がいることを知り、自分

だけでないと感じた。 

 すばらしいと思ったことを

持ち帰るということは、今後

その実践を取り入れ続けるこ

とだと思う。継続的な実践に

つなげていきたい。 
 ここで聞いたこと、知った

こと、感じたことを学校で伝

えたい。研修を受ける側も講

師の先生方もいきいきしてお

り、これが本当の研修だと思

う。校内版にチャレンジだ!! 

 毎回参加して「今年も来て

良かった」という思いでいっ

ぱいである。 

 初めて参加したが、堅苦し

くなく、たくさん勉強できる

良い機会だと思う。  自分にとって何が足りない

か、何が必要か、改めていくつ

も感じた。精進していきたい。 

 日頃悩んでいることや知り

たいことが他の参加者の先生

方と同じで驚いた。一つの教

科について先生方と議論する

機会が大切であると改めて感

じた。 

近年、発達に課題がある子

どもへの対応に行き詰まりを

感じていたが、まだまだ策は

ある!子どもたちの意欲を引き

出す授業を実践したい。 

それぞれの先生方、学校が

個人的に組織的に大変な工夫

や研究をされていることを肌

で感じることができ、刺激を

受けた。 

どの先生も素晴らしい実践

で、しかも等身大なので自分

自身にもすっと入ってきた。

講師の先生方の子ども達への

熱意が伝染してきた。２学期、

授業をするのがとても楽しみ

になった１日だった。参加し

て良かった。 

「当たり前」を積み重ねて、と

あったがそれを徹底していく

のが大切であり、難しいとこ

ろだと思う。でも子どもへの

情熱と根気、継続をもって子

どもと共に過ごし、指導され

てきた結果が素晴らしい笑顔

だったと思う。 

 新たな視点をいただくこと

ができて良かった。自校でど

う活かすかを考えながら参加

できた。 

 国語や算数だけでなく、な

かなか学ぶ機会がない音楽や

外国語があるのも良かった。

すぐに使えるアイディアを今

後も教えてほしい。 

特別支援について分からな

かったことや悩んでいること

が同じであったり、解決へ向

かう手段が見つかったりして

本当に良い機会となった。 

 すばらしい実践を支えるの

はやはり「教材研究」だと思っ

た。教材を知ることで初めて

授業づくりの基礎ができるこ

とを再確認できた。 

 教師が感じている以上に子

どもは困り感を持っているこ

とを理解し、支援していきた

い。うまくいったことやでき

なかったことを教職員で情報

交換することの大切さを忘れ

ないで生徒に接していきた

い。 

 質問コーナーでは、いろい

ろな先生方がいろいろな考え

方を持っていることが知れて

それもまた勉強になった。 

 これから特に必要になる１

つが教師のコーディネート力

であると改めて感じた。生徒

の考えや意見を引き出し、つ

ないだり深化させたりするに

はどうすればよいかヒントを

たくさんもらった。自分の授

業の参考にしていきたい。 

「授業で学級経営を」という言葉が印象的だった。子ども達が活

躍できる下準備を意識して２学期以降頑張りたい。 

 ６年間の積み重ねが子ども

達に定着しているのを感じ

た。６分割板書化の構造化に

より、ねらい、話合いの焦点化

がなされ、授業が充実してい

ると思った。 

 対話の大切さを改めて学

び、２学期の実践に活かして

いきたい。 

 

 授業で学ぶものをいかに必

要感をもって組み立てていく

ことが大切だと感じた。教師

自身も「間違っていいのでや

ってみる!使ってみる!!」の気

持ちを持って楽しみながら取

り組んでいくことも大切。 


